




月日 発 着 摘　　　要

栗原市役所 ～ 仙台空港 5:00 6:30 自家用車乗り合わせ

仙台空港 ～ 新千歳空港 7:45 8:55 JAL 2901便

新千歳空港駅 ～ 札幌駅 9:39 10:22 区間快速エアポート39号

札幌駅 ～ 旭川駅 11:00 12:25 特急ライラック13号

旭川駅 ～ 東川町役場 12:40 13:45 タクシーにて移動

14:00 16:00
東川町役場 経済振興課・日本語学校

TEL:0166-82-2111

東川町役場 ～ 1条昭和通 16:17 17:20 旭川電気軌道

17:30 プレミアホテルCABIN旭川

旭川駅 ～ 富良野駅 7:39 9:02 富良野線

9:15 10:15
ふらのまちづくり株式会社

TEL:0167-23-5177

富良野駅 ～ 滝川駅 11:13 12:15 根室本線

滝川駅 ～ 岩見沢駅 12:32 12:59 特急ライラック22号

岩見沢駅 ～ 栗山駅 13:03 13:26 室蘭本線

14:00 16:00
栗山町議会事務局
TEL:0123-73-7517

栗山駅 ～ 札幌駅 16:23 17:24 高速バス　ゆうばり号

札幌駅 ～ 中島公園駅 17:35 18:00 札幌地下鉄南北線

18:20 ダイワロイネットH札幌中島公園

ホテル ～ 北海道大学総合博物館 10:00 11:00 地下鉄にて移動

11:00 13:00
理学・生命科学事務部事務課 博物館

TEL:011-706-2658

札幌駅 ～ 新千歳空港駅 15:30 16:06 特別快速エアポート128号

新千歳空港駅 ～ 仙台空港 17:45 18:55 ANA 4810便

仙台空港 ～ 栗原市役所 19:30 21:00 自家用車乗り合わせ

21:00

栗原市議会会派視察行程表

　【市民くりはら・創成会・尾形勝通】 日程：令和6年7月11日(木)～7月13日(土)

行　　　程

7/11

(木)

東川町行政視察(机上・現地調査)
株主制度・移住定住・日本語学校

ホテル（旭川市内泊）

7/12

(金)

7/13

(土)

解散

ホテル（札幌市内泊）

北海道大学総合博物館
埋蔵文化財展示方法・その他

栗山町行政視察(机上調査)
議会改革・議会基本条例その他

ふらのまちづくり株式会社
市街地活性化フラノマルシェ視察



ふらのまちづくり株式会社　視察負担金　7月12日

日付 支払先 金額 備考内容

¥12,700合計：

会派視察 旅費以外 経費見積書

申請日

会派に所属しない議員部署：

6 年  5  月 20  日

東川町　視察負担金　 東川町会計管理者 ¥10,0007月11日

1名分　＠1,200円

1名分　＠10,000円

氏名： 尾形　勝通

7月10日 視察先への栗原土産（東川町・栗山町） 栗原市観光物産協会 ¥1,200

1名分　＠1,500円ふらのまちづくり（株） ¥1,500









 

 

 

2 ふらのマルシェ（ふらのまちづくり株式会社） 

概要 

①行政主導の駅前再開発は失敗に終わったとの事。補償金をもらった４９軒の

地権者は２６件が廃業し地区外移転した。町の衰退を促進した。 

②その後「富良野市中心市街地活性化協議会」設立され、民間の再開発が市民主

導で行われた。 

③公的まちづくり会社が補助金の受け皿となり、事業主体となってルーバン・フ

ラノ構想で田園と都市の良さを合わせ持つ、おしゃれなまちを創りましょうと

活性化策にとりくんでいる。 

④中核になる「ふらのマルシェ」は、市民の憩いの場、おもてなしの拠点、まち

の情報発信基地、まちの縁側 等の役割を果たしている。 

⑤車より人を重視し、町中の回遊を促進し、マルシェは地域資源を活用したテ 

ナントと共に持続可能な健全経営に成功している様に思われた。 

 

所見 

商店街の中心的な施設となっているふらのマルシェは消費効果で、売上で 5億

から 9.5億となったが、なお入込人数は、2023年で 126万人を数えて 10数年前

の 2・3倍となっているが、栗原市でもすぐに類位の施設ができるということは

ないが、中心市街地の活性化策のヒントがある。例えば「車より人」レストラン・

食堂はマルシェに創らずにまちを回遊する仕組みがあり、栗原市の中心市街地

形成の政策推進のなかで参考例になると思料された。 

 

 

3 栗山町役場・栗山町議会 

概要 

栗原市議会で議論されている議会改革の手法等を調査研究する為に当町を訪

問した。当町は人口 11000人弱で世帯数は 5751世帯、面積 203㎢の町です。 

どうして議会改革推進に至ったかは、平成の合併で重くなる議決責任と、問われ

る説明責任と透明性、このような議会改革の社会背景にあったとのこと 

 

所見 

①議会基本条例の制定 

「この条例は議会の透明性や住民参加を促進する為の基本的な枠組みを提供

した条例で自由闊達な討議をつうじて、論点争点を発見し、公開することは討議



 

 

 

の広場である議会の第一使命。」と前文にうたわれ、討論の重要性、公開の原則

を強く打ち出しているところは、栗原市議会でも取り上げて行きたい所である。 

 

②議会改革 

わが市同様に議会ライブ中継配信の導入、議員定数の削減、議会モニター・サポ

ーターの導入等積極的に議会改革を進めていると認められた。わが議会におい

ても「住民参加の機会の保障」など参考にすべき事例が多くあったのが、議会改

革の推進に当たっては特に住民参加を意識した改革を進めたいと思料された。 

 

 

4 北海道大学総合博物館 

概要 

当博物館の 1 階では各学部の説明や各学部からの展示があり、ノーベル化学

賞受賞の鈴木章名誉教授の研究発表する記念館ともなっていた。 

また前身の札幌農学校以来の歴史や精神を紹介するコーナーもあった。 

2 階は鉱石や鉱物岩石などをさわる事のできる体験型の展示場となっており見

学者がよろこんで触っている姿が認められた。 

 

所見 

①博物館について 

 当館は大学の研究成果を一般に公開するという点で地域の文化的発展と学術

普及に貢献している。特に多様な展示物を通じて北海道の自然・文化・歴史を学

べる点、特に観光客にもたいへん魅力のある博物館と感じられた。 

②教育的活用としての博物館 

 研究者や学生が利用する学術的施設でありながら、一般市民にも開かれてい

る点はたいへん評価できると思われる。これによって大学の研究内容が地域社

会や未来世代と共有される好循環が生まれる。今回の視察で得た事柄を参考に

しながらわが市の文化振興や教育の向上推進策について、この視察を活かして

行きたいと思料された。 


